
（1）　第４４１号

令和４年５月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４４１

卓　

球　

部

男
子
団
体　

２
年
連
続
13
回
目
の
優
勝（
４
連
覇
）！

個 

人 

戦　

シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
と
も
に
制
す
！

第
69
回
中
国
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
島
根
県
予
選
大
会

時　

４
月
28
〜
30
日　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

小
野
泰
和（
1-5 

北陵
）

２
位　

王　

翊
翔（
3-2 

西漳
）

３
位　

佐
藤
卓
斗（
2-4 

北陵
）

　
　
　

黒
田
昌
秀（
1-5 

麹町
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

優
勝　

杉
浦
大
和（
3-2 

北陵
）・
佐
藤
卓
斗　

組

２
位　

山
本
淳
史（
3-3 

穴生
）・
小
川
さ
く
ら（
2-3 

平野
）
組

３
位　

王　

翊
翔
・
小
野
泰
和　

組

※
県
予
選
を
突
破
し
た
シ
ン
グ
ル
ス
９
名
、
ダ

ブ
ル
ス
６
組
が
県
代
表
と
し
て
中
国
大
会
に
出

場
。

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
は
出
場
し
た

選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

味
を
発
揮
し
、
１
ゲ
ー

ム
も
落
と
さ
ず
13
回
目

の
優
勝
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
決
し
て
慢

心
す
る
こ
と
な
く
、
６

月
の
県
高
校
総
体
で
も

完
全
優
勝
で
き
る
よ
う
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
た
い
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

新
チ
ー
ム
、快
勝
の
幕
開
け
！！

新
チ
ー
ム
、快
勝
の
幕
開
け
！！

シングルス優勝の小野泰和ダブルス優勝の杉浦（右）・佐藤組

第
18
回
出
雲
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

時　

５
月
１
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
団
体
〉

優
勝　

出
雲
北
陵
Ａ

 

（
杉
浦
・
王
・
佐
藤
・
小
野
）

２
位　

出
雲
北
陵
Ｂ

 
（
山
本
・
小
川
・
黒
田
昌
・
濵
田
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

佐
藤
卓
斗

２
位　

小
野
泰
和

３
位　

山
本
淳
史
、
濵
田
都
希（
1-1 

北陵
）

○
大
会
総
評

　

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
決
し
て
い
い
状
態
で
は

な
か
っ
た
が
、
中
国
高
校
選
手
権
県
予
選
に
続

い
て
団
体
・
個
人
と
も
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
県
高
校
総
体
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
の
ム

ー
ド
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
整
え
て
県
総
体
に
臨
み
た
い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
出
場
権
獲
得

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
県
高
校
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

時　

４
月
16
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

２
位　

陰
山
晃
成（
3-2 

斐西
）

○
大
会
総
評

　

惜
敗
し
準
優
勝
と
な
っ

た
が
、
３
年
生
ら
し
く
粘

り
の
あ
る
試
合
が
で
き
、

今
後
に
繋
が
る
大
会
と
な
っ
た
。こ
の
結
果
、６

月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
国
大
会
県
予
選

時　

４
月
22
〜
24
日　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
団
体
〉
３
位

【
団
体
メ
ン
バ
ー
】（
木
村
蔵
人
、岩
崎
遥
平
、川

角
悠
太
、
青
木
快
生
、
髙
橋
拓
眞
、
陰
山
晃
成
、

原　

優
翔
、
堀
江
結
太
）

２
回
戦　

③

－

０　

松
江
南

準
々
決
勝　

②

－

０　

安　

来

準
決
勝　

１

－

②　

松
江
工
業

３
位
決
定
戦　

②

－

０　

津
和
野

〈
個
人
〉
６
ペ
ア
が
シ
ー
ド
権
獲
得

２　

位　

川
角
悠
太（
3-1 

大社
）・
青
木
快
生（
3-4 

出南
）

ベ
ス
ト
８　

木
村
蔵
人（
3-2 

斐東
）・
岩
崎
遥
平（
3-5 

出一
）

ベ
ス
ト
16　

髙
橋
拓
眞（
3-3 

久米
）・
陰
山
晃
成

　
　
　
　

原　

優
翔（
3-1 

斐東
）・
堀
江
結
太（
2-4 

出一
）

ベ
ス
ト
32　

江
角
虎
哲（
3-2 

河南
）・
高
宮
颯
太（
3-1 

大社
）

　
　
　
　

神
在
俊
輔（
3-2 

河南
）・
樋
野　

翔（
3-4 

斐西
）

○
大
会
総
評

　

県
総
体
の
シ
ー
ド
権
を
決

め
る
大
切
な
試
合
で
あ
っ

た
が
、
団
体
、
個
人
と
も
悔

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
総
体

ま
で
の
残
り
の
期
間
を
大
切

に
、
し
っ
か
り
と
精
進
し
た

い
。 （
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

テ

ニ

ス

部

ダ
ブ
ル
ス
２
位
、シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
８
！

県
高
校
個
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

４
月
23
・
24
日　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

２
位　

石
川
泰
丞（
3-2 

北陵
）・
土
江
裕
貴（
3-1 

斐東
）

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

石
川
泰
丞

〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

１
回
戦
敗
退

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

男
女
と
も
有
望
な
新
入
生
の
多
い
今
大
会
で
、

男
子
は
個
人
戦
及
び

団
体
戦
の
シ
ー
ド
権

を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
女
子
は
勝

利
で
き
ず
敗
退
し
た

が
、
県
総
体
で
は
結

果
を
出
し
て
く
れ
る

も
の
と
信
じ
て
い
る
。

 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

陸
上
競
技
部

玉
木
涼
舜　

三
段
跳
で
８
位
入
賞

第
105
回
全
山
陰
陸
上
競
技
大
会

時　

４
月
16
・
17
日　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

玉
木
涼
舜（
3-4 

向陽
）
三
段
跳　

８
位

第
76
回
出
雲
陸
上
競
技
大
会

時　

４
月
23
・
24
日　
　
　

於　

浜
山
公
園
陸
上
競
技
場

梶
谷
匠
千
華（
2-3 

向陽
）
走
高
跳　

４
位

藤
原　

成（
2-2 

出三
）
や
り
投　

５
位

小
村
健
晴（
2-4 

斐西
）
棒
高
跳　

８
位

４
×
100
ｍ
Ｒ　

５
位

玉
木
涼
舜
・
原
田
律
紀（
2-1 

出三
）・
田
中　

陸

（
3-1 

向陽
）・
東
原　

舜（
2-5 

出三
）

４
×
400
ｍ
Ｒ　

５
位

田
中　

陸
・
原
田
律
紀
・
原
田
滉
大（
2-4 

斐西
）・

東
原　

舜

玉
木
、藤
原　
中
国
選
手
権
出
場
権
獲
得
！

第
77
回
島
根
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

時　

５
月
３
・
４
日　
　
　

於　

浜
山
公
園
陸
上
競
技
場

玉
木
涼
舜　

三
段
跳　

７
位

藤
原　

成　

や
り
投　

８
位

○
大
会
総
評

　

春
の
三
大
会
を
終
え
、
自
己
記
録
も
数
多
く

更
新
し
た
。

　

27
名
の
部
員
を
引
っ
張
る
主
将
の
玉
木
が
好

調
で
あ
る
。
三
大
会
と
も
一
般
選
手
と
競
い
な

が
ら
、
県
選
手
権
で
は
２
名
が
入
賞
し
、
中
国

大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
県
高
校
総
体
に
向

け
て
一
層
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。

 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

ダブルス２位の石川・土江組



第４４１号　（2）

野　

球　

部

島
根
県
高
等
学
校
春
季
野
球
大
会
中
部
地
区
予
選

時　

４
月
15
日

於　

浜
山
球
場

出　

雲　

１
０
１
３
０
０
３
０
０　

８

本　

校　

０
０
０
２
０
１
０
０
０　

３

投
手
：
川
上
快
・
太
田

捕
手
：
門
脇

二
塁
打
：
門
脇

　

今
大
会
は
、
初
戦
で
出
雲
高
校
と
対
戦
し
、

悔
し
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。
選
手
達
は
懸
命
な

姿
で
野
球
に
取
り
組
ん
だ
が
、
勝
利
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
思
う
よ
う
に
練
習

が
で
き
な
い
日
々
が
続
い
た
が
、
今
大
会
が
無

事
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
は
喜
び
を
感
じ
て
い

る
。
今
後
は
夏
の
大
会
へ
向
け
て
、
多
く
の
課

題
を
克
服
し
な
が
ら
、
出
雲
北
陵
の
野
球
に
磨

き
を
か
け
て
い
き
た
い
。
当
日
は
平
日
に
も
関

わ
ら
ず
、
多
数
の
方
々
に
球
場
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

畑　

宗
一
郎
）

合　

唱　

部

出
雲
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
50
周
年
記
念
式
典

時　

４
月
17
日　
　
　
　
　

於　

出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　

４
月
17
日
、
出
雲
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創

立
50
周
年
記
念
式
典
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
の
ス
テ
ー
ジ
が

合
唱
部
に
と
っ
て
、
今
年

度
初
め
て
の
本
番
ス
テ
ー

ジ
と
な
っ
た
。
多
く
の
来

賓
の
皆
様
の
前
で
ポ
ッ
プ

ス
２
曲
を
披
露
し
た
。
新

体
制
に
な
っ
て
か
ら
間
も

な
く
、
十
分
な
練
習
が
で

き
な
い
中
で
の
本
番
で
あ

っ
た
が
、
生
徒
達
は
の
び

の
び
と
歌
い
き
り
、
盛
大

な
拍
手
や
あ
た
た
か
い
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
人
前
で
演
奏
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
は
、
生
徒
達
を
大
き
く
成
長

さ
せ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
。
夏
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
、
さ
ら
に
練
習
の
質
を

上
げ
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

布
野
浩
志
）

吹

奏

楽

部

第
26
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

時　

５
月
７
日　
　
　
　
　
　

昼
の
部
：
14
時
開
演　
　

夜
の
部
：
18
時
30
分
開
演

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

26
回
目
と
な
る
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
を
開

催
し
た
。
本
県
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
開
催
も
危
ぶ
ま

れ
た
が
、会
場
の
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
、人
数

制
限
、
演
奏
時
間
な
ど
、
企
画
段
階
か
ら
保
護

者
の
方
々
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
万

全
の
体
制
で
本
番
に
臨
ん
だ
。
昼
の
部
・
夜
の

部
と
２
回
公
演
を
行
い
、
延
べ
１
０
０
０
名
を

超
え
る
お
客
様
を
お
迎
え
し
、
会
場
が
一
体
と

な
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

奏
者
の
白
石
実
氏
を
お
招
き
し
た
。
観
客
を
魅

了
す
る
美
し
い
音
色
と
卓
越
し
た
技
術
、
色

彩
豊
か
な
音
楽
表
現
に
観

客
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

共
演
を
し
た
部
員
達
に
と

っ
て
も
大
変
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
。

　

こ
の
演
奏
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

地
域
の
方
々
や
保
護
者
会

の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
部
員
一

同
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
「
地
域
に
愛
さ
れ

る
バ
ン
ド
」
を
目
指
し
変

わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た

い
。

出
雲
青
年
会
議
所　

創
立
65
周
年
記
念
式
典

時　

５
月
15
日　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

標
記
式
典
の
記
念
公
演

に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
出
雲
商
業
高
校
書
道

部
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
ア
ウ
ト
ク
ラ
ウ
ド
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

披
露
さ
れ
、
創
立
65
周
年

を
祝
う
見
ご
た
え
の
あ
る

記
念
公
演
と
な
っ
た
。

（
副
顧
問　

竹
内
康
貴
）

一
斉
書
写

一
斉
書
写

時　

４
月
19
日

　

本
校
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
一
斉
書
写
」
を

実
施
し
た
。
こ
れ
は
集
中
力
を
養
い
、
日
常
の

落
ち
着
き
や
授
業
に
臨
む
心
構
え
を
整
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
入
学
し
て
間
も
な
い

一
年
生
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

て
お
り
、
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
の
中
、
貴
重

な
時
間
を
過
ご
し
た
。

春
季
野
外
活
動

春
季
野
外
活
動

春
季
野
外
活
動

時　

４
月
25
日　
　
　
　
　
　

於　

し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

　

４
月
25
日
、
３
年
生
に
と
っ
て
入
学
以
来
初

め
て
と
な
る
野
外
活
動
と
し
て
「
し
ま
ね
海
洋

館
ア
ク
ア
ス
」
を
訪
れ
た
。

　

当
初
雨
も
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
当
日
は
絶

好
の
野
外
活
動
日
和
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
を
心
が
け
て
い
た
も
の
の
、
目
に
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
た
め
一

抹
の
不
安
も
あ
っ
た
。

　

ク
ラ
ス
の
仲
間
達
と
同
じ
時
間
を
共
有
で
き

た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
、
思
い
出
に

な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
喜
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
進
路
決
定
に
向
け
て
ク
ラ
ス
で
一
丸

と
な
っ
て
突
き
進
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
３
年
主
任　

黒
崎　

勉
）

高
校
３
年
除
草
作
業
・

教
職
員
奉
仕
作
業
実
施

高
校
３
年
除
草
作
業
・

教
職
員
奉
仕
作
業
実
施

　

４
月
20
日
６
限
目
に

高
校
３
年
生
が
校
地
内

の
除
草
作
業
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
４
月
28
日
、

５
月
11
日
の
放
課
後
に

は
教
職
員
奉
仕
作
業
を

実
施
し
、
校
地
内
及
び

校
地
外
周
の
溝
掃
除
や
道
路
脇
の
除
草
作
業
な

ど
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

い
ず
れ
も
短
時
間
の
作
業
で
は
あ
っ
た
が
、
安

全
で
気
持
ち
の
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
皆

が
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。

高
校
生
徒
総
会
開
催

高
校
生
徒
総
会
開
催

時　

５
月
12
日　
　
　
　
　
　
　

於　

視
聴
覚
教
室（
ラ
イ
ブ
配
信
）

　

今
年
度
の
生
徒
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

ラ
イ
ブ
配
信
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
原
田
惺
士

朗
生
徒
会
長
の
も
と
、
生
徒
会
執
行
部
並
び
に

専
門
部
か
ら
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
提
案

が
あ
っ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「Cherish this 

m
om
ent ! 

〜
い
か
な
る

と
き
も
全
力
で
〜
」で
、今

を
生
き
る
こ
と
を
大
切
に

し
、
そ
の
一
秒
一
秒
を
全

力
で
生
き
る
と
い
う
、
コ

ロ
ナ
禍
を
意
識
し
た
も
の

と
な
っ
た
。
色
々
と
制
約

が
か
か
る
学
校
生
活
と
な

る
が
、
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
、
活
気
あ
る
生
徒
会
を

創
造
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。



（3）　第４４１号

春
季
野
外
活
動

春
季
野
外
活
動

春
季
野
外
活
動時　

４
月
20
日　

於　

愛
宕
山
公
園

　

本
校
恒
例
の
春
季
野
外
活
動
を
実
施
し
た
。

　

今
年
度
、
中
学
生
は
愛
宕
山
公
園
へ
出
掛

け
た
。
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
も
声
を

掛
け
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
歩
い
た
。
中
学
校
１

年
生
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
経
験
で
苦
し
か
っ

た
時
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
友
人
と
励
ま
し
あ

い
、
中
学
生
全
員
が
完

歩
で
き
た
。

　

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
に
生

か
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

中
学
校
生
徒
総
会
開
催

　

５
月
12
日
、
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
た
。
今
年

度
は
昨
年
と
異
な
り
、
全
校
が
ホ
ー
ル
に
集
ま

っ
て
の
開
催
で
、
お
互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
直

接
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
生

徒
会
執
行
部
と
各
専
門
委
員
会
の
目
標
と
活
動

内
容
を
発
表
し
、
達
成
し
た
い
理
想
の
学
校
像

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
荒
瀬
翼
生
徒
会

長
は
「
日
本
一
の
学

校
を
目
指
し
て
一

緒
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
力
強
く
話

し
を
し
た
。
生
徒
全

員
で
、
活
気
あ
る
よ

り
良
い
出
雲
北
陵

中
学
校
を
作
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

中
学
校

野　

球　

部

全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
出
雲
支
部
予
選

時　

４
月
16
日

於　

湖
陵
球
場

一
回
戦　

本
校　

２

－

５　

大
社
中

出
雲
部
中
学
校
春
季
野
球
大
会

時　

４
月
29
日

於　

湖
陵
球
場

一
回
戦　

本
校　

１

－

３　

出
雲
一
中

第
49
回
出
雲
地
区
中
学
校
野
球
大
会

時　

５
月
10
日

於　

浜
山
球
場

一
回
戦　

本
校　

１

－

２　

西
郷
中

○
大
会
総
評

　

こ
の
三
大
会
と
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
練

習
や
試
合
経
験
を
十
分
積
む
こ
と
な
く
臨
む
こ

と
と
な
り
、
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
残
る
は
市
総
体
。
県
総
体
出
場
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
。

（
顧
問　

手
錢
修
司
）

テ

ニ

ス

部

全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
県
予
選

時　

５
月
７
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

２
回
戦
敗
退

〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

１
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

中
学
２
年
生
と
な
り
、
初
め
て
の
公
式
戦
出

場
で
あ
っ
た
。
同
世
代
と
戦
う
独
特
の
緊
張
感

を
味
わ
え
た
の
は
良
か
っ
た
と
思
う
。
今
後
の

練
習
に
生
か
し
て
欲
し
い
。（顧

問　

石
川
剛
亘
）

卓　

球　

部

第
45
回
島
根
県
中
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

時　

５
月
１
日　
　
　

於　

松
江
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
２
位

決　

勝　

本
校　

１

－

３　

松
徳
学
院

〈
男
子
個
人
〉

ベ
ス
ト
８　

波
多
間
怜
偉（
中1
龍王
）

　
　
　
　

松
崎　

優
樹（
中1
大庭
）

○
大
会
総
評

　

２
年
生
の
成
長
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

夏
の
総
体
に
向
け
て
頑
張
ら
せ
た
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

第
１
回 

合
同
道
徳

第
１
回 

合
同
道
徳

時　
　

５
月
９
日　
　
　

於　
　

北
陵
ホ
ー
ル　
　

講
師　

菅
田
修
司
副
校
長

　

５
月
９
日
７
限
に
、
菅

田
副
校
長
先
生
に
よ
る
合

同
道
徳
が
行
わ
れ
た
。「
自

分
」
と
向
き
合
っ
て
い
く

こ
と
や
夢
を
持
つ
大
切
さ

を
お
話
し
い
た
だ
き
、
全

校
生
徒
が
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

　
「
自
分
を
大
切
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し

て
思
っ
た
こ
と
は
、
自
分
を
好
き
で
い
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
自
分
の
人

生
の
主
人
公
は
自
分
な
の
で
、
自
分
に
責
任
を

持
ち
、
良
い
人
間
性
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
は
辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
な
ど
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
辛
さ

や
苦
し
さ
を
乗
り
越
え
て
い
く
に
は
自
分
の
力

が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
弱
さ
か
ら

逃
げ
ず
に
、
弱
さ
に
勝
て
る
く
ら
い
の
気
持
ち

を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
常
に
夢
や
目
標

を
持
つ
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

現
状
を
よ
く
理
解
し
て
、
自
分
で
良
い
種
を
ま

い
て
育
て
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
夢
を
持
つ

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
達
成
す
る
努
力
が
で
き

る
よ
う
に
人
生
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

三
好
蒼
空（
中2
岩倉
）

授
業
参
観
・
保
護
者
会
総
会
開
催

授
業
参
観
・
保
護
者
会
総
会
開
催

時　

５
月
13
日　
　

於　

北
陵
ホ
ー
ル
他

　

５
時
間
目
に
授
業
参
観
、
６
時
間
目
に
は
保

護
者
会
研
修
を
行
い
、
続
い
て
の
総
会
で
は
、

昨
年
度
の
事
業
及
び
決
算
の
報
告
、
今
年
度
の

役
員
選
出
及
び
事
業
計
画
と
予
算
案
の
審
議
が

な
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

本
年
度
保
護
者
会
新
役
員
の
皆
様
は
次
の
通

り
。

会　

長　
　

藤
原　

祐
樹　

様（
２
年
）

副
会
長　
　

高
橋　

英
樹　

様（
３
年
）

副
会
長　
　

岩
﨑　
　

圭　

様（
２
年
）

監　

事　
　
ロバー
ト・シ
ヴ
ィ
キ
ン
グ　

様（
３
年
）

監　

事　
　

北
野　

謙
治　

様（
２
年
）

生
活
安
全
教
室
兼
保
護
者
会
研
修

時　

５
月
13
日　
　

於　

北
陵
ホ
ー
ル
他

　

生
活
安
全
教
室
「
ネ
ッ

ト
モ
ラ
ル
教
室
」
を
、
出

雲
警
察
署
生
活
安
全
課
少

年
補
導
職
員　

福
間
宏
美

様
、
梅
山
明
日
香
様
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
実
施

し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
用
す
る
際
の
注
意
事

項
や
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作

り
の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
危
険

性
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
の
感

想
の
中
に
も
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を

気
を
つ
け
た
い
」、「
写
真
に
位
置
情
報
が
残
る

こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
た
」、「
誹
謗
や
中
傷
は

絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
な
と
改
め
て
思
っ

た
」
な
ど
、
情
報
社
会
を
生
き
て
い
く
う
え
で

大
切
な
心
構
え
を
確
認
す
る
内
容
が
多
く
見
ら

れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。



第４４１号　（4）
「
野
外
活
動
に
参
加
し
て
」

　

今
年
度
の
野
外
活
動
は
、
活
動
の
場
を

分
散
し
た
新
た
な
形
で
実
施
し
ま
し
た
。

中
学
生
は
愛
宕
山
公
園
、
高
校
１
、
２
年

生
は
浜
山
公
園
、
３
年
生
は
し
ま
ね
海
洋

館
ア
ク
ア
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
出
か
け
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

錦
織　
　

初（
中3 

国富
）

　

私
は
、
今
回
の
野
外
活
動
は
、
交
通
手

段
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
何
キ
ロ
も
の
道
の
り
を
徒
歩
で
歩

く
の
は
正
直
厳
し
く
、
何
度
も
自
分
の
前

に
続
く
道
の
り
を
見
て
は
、
溜
息
を
つ
く

こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

　

帰
り
は
行
き
に
比
べ
て
足
取
り
も
重
く
、

一
層
目
的
地
が
遠
く
感
じ
ま
し
た
。「
自

転
車
が
あ
れ
ば
」
ふ
い
に
こ
ん
な
考
え
が

頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
自
転
車
で
あ
れ

ば
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
座
っ
た
ま
ま
で

少
し
足
を
動
か
す
だ
け
で
、
徒
歩
の
何
倍

も
の
速
さ
で
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私

は
自
転
車
で
学
校
に
行
く
の
が
あ
ま
り
好

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
漕
い
で
も

漕
い
で
も
進
ま
な
い
よ
う
な
向
か
い
風
の

日
な
ど
に
は
、
車
で
行
き
た
い
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
野
外
活
動
の
時

は
た
だ
足
を
休
め
た
い
と
い
う
一
心
で
し

た
。
毎
日
見
る
景
色
が
普
段
よ
り
ゆ
っ
く

り
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
過
ぎ
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ス

ミ
レ
が
咲
い
て
い
た
ん
だ
」、「
木
に
花
が

咲
い
て
い
る
」
と
い
っ
た
今
ま
で
気
が
付

か
な
か
っ
た
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
徒
歩
で
歩
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
小

さ
な
喜
び
や
思
い
や
り
も
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
学

作
品
と
研
究

今月の
 1枚「

プラスチックごみ」
百合澤瑠偉　　（ 2-6）松一

　　　

上
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
快
晴
で
風
も
心
地
よ
く
と
て

も
気
分
が
良
か
っ
た
で
す
。
バ
ス
の
中
で

は
、
友
達
と
話
を
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た

り
し
ま
し
た
。
高
校
生
活
の
中
で
こ
う
い

う
時
間
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す
。
ア
ク
ア
ス
に
到
着
し
て

か
ら
は
色
々
な
魚
を
見
た
り
、
白
イ
ル
カ

を
見
た
り
し
ま
し
た
。
ヒ
ト
デ
も
触
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
も
友
達
と
た
く
さ
ん
話
し

て
、た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り
、皆
と
の
思
い

出
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
一
、二
年

生
の
時
の
野
外
活
動
は
中
止
に
な
っ
た
学

年
で
す
。
さ
ら
に
、一
、二
年
次
に
予
定
さ

れ
て
い
た
研
修
旅
行
も
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
た
く
さ
ん
の
行

事
は
中
止
や
制
限
が
か
か
り
、
気
付
け
ば

勉
強
と
テ
ス
ト
し
か
思
い
出
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
回
の
野
外
活
動
が
高
校

時
代
の
思
い
出
を
再
び
作
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
ア
ク
ア
ス
の
余
韻

に
浸
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
、「
進

路
・
進
路
・
進
路
」
と
い
う
感
じ
に
な
り

ま
す
。
友
達
と
も
励
ま
し
合
い
な
が
ら
目

標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
久
和
夢
萌（
2-5 

平田
）

　

私
は
、
今
回
が
初
め
て
の
野
外
活
動
で

し
た
。
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
続

け
た
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
人
生
で
初
め

て
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
日
は
天

気
も
良
く
、
歩
き
始
め
て
す
ぐ
に
出
雲
の

山
々
の
色
と
り
ど
り
の
た
く
さ
ん
の
緑
が

見
え
て
き
て
、
と
て
も
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
歩
き
続
け
て
い
く

と
、
だ
ん
だ
ん
気
温
が
上
が
り
、
と
て
も

暑
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
た
く
さ

ん
の
地
域
の
方
々
に
出
会
い
ま
し
た
。
私

達
が
、「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
挨
拶
す
る

と
笑
顔
で
返
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
中
に

は
「
浜
山
ま
で
い
く
の
？
頑
張
っ
て
ね
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
方
も
い
て
、

地
域
の
方
々
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
温
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
浜
山
公
園
に
到
着
し

ま
し
た
。
小
学
生
の
時
に
来
て
以
来
だ
っ

た
の
で
、
と
て
も
懐
か
し
く
、
み
ん
な
で

弁
当
を
食
べ
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
た
く

さ
ん
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
あ
き
ら
め
な
い

こ
と
の
大
切
さ
や
、
出
雲
の
自
然
、
地
域

の
方
々
の
温
か
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
な
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
あ
き
ら
め
ず
、
一
歩
一

歩
進
み
続
け
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り

た
い
で
す
。
今
回
の
達
成
感
や
、
温
か
な

気
持
ち
を
心
に
抱
い
て
、
日
々
の
部
活
動

や
生
活
に
も
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

矢
田　
　

鈴（
3-3 

出三
）

　

私
達
は
最
初
で
最
後
の
野
外
活
動
で
ア

ク
ア
ス
に
行
き
ま
し
た
。
行
き
先
が
ア
ク

ア
ス
と
決
ま
っ
て
か
ら
は
ワ
ク
ワ
ク
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
、行

く
日
ま
で
の
学
校
生
活
は
毎
日
い
つ
も
以

校
が
見
え
て
小
さ
か
っ
た
学
校
が
だ
ん
だ

ん
大
き
く
な
り
、や
っ
と
着
き
ま
し
た
。
強

い
日
差
し
に
当
た
っ
て
、
多
少
の
疲
れ
は

あ
り
ま
し
た
が
、
達
成
感
が
上
回
っ
て
い

ま
し
た
。

　

家
に
向
か
う
車
の
中
か
ら
、
今
日
歩
い

て
通
っ
た
道
が
見
え
ま
し
た
。
車
で
送
迎

し
て
く
れ
る
親
に
は
感
謝
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
な
る
べ
く
自
転
車
で
通

う
よ
う
に
し
た
い
で
す
。永

島　

蒼
生（
1-7 

松一
）

　

四
月
の
野
外
活
動
に
参
加
し
て
思
っ
た

こ
と
は
、
と
て
も
親
睦
が
深
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
は
、
初
め
に
こ
の
活
動

の
話
を
聞
い
た
と
き
大
変
楽
し
み
に
思
い
、

早
く
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

先
生
の
口
か
ら
出
た
言
葉
、「
片
道
二
時

間
」
と
い
う
衝
撃
的
な
言
葉
で
絶
望
に
変

わ
り
ま
し
た
。
私
は
今
ま
で
最
高
に
長
く

歩
い
た
の
が
十
五
キ
ロ
だ
っ
た
の
で
心
配

で
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
当
日
、
出
発
後
は
ま
だ
楽
し
く

近
く
の
人
と
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し

た
。
十
キ
ロ
く
ら
い
歩
い
て
か
ら
、
足
が

痛
く
な
り
ま
し
た
。
あ
と
三
分
の
一
、
到

着
し
て
も
ま
た
こ
の
道
を
歩
い
て
帰
る
の

か
と
思
う
と
憂
鬱
で
し
た
。
し
か
し
、
浜

山
公
園
に
到
着
し
て
か
ら
は
友
人
と
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
休
憩
は

そ
う
長
く
な
か
っ
た
の
で
、
帰
り
は
も
う

へ
と
へ
と
で
し
た
。

　

収
穫
と
し
て
は
、
足
に
気
を
取
ら
れ
な

が
ら
も
新
し
い
友
達
と
た
く
さ
ん
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
と
同
時

に
現
在
の
自
分
に
は
体
力
が
な
い
な
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
普
段
の
生
活
や
体

育
の
授
業
を
通
し
て
体
力
を
つ
け
、
来
年

は
、
今
よ
り
互
い
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

仲
間
と
も
っ
と
楽
し
い
活
動
が
で
き
る
こ

と
を
信
じ
て
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。


